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合理的意志決定能力を育成する地理学習の工夫 

～単元「広がる地域間の結びつき」の実践を通して～ 
            所属機関 直 方 市 教 育 研 究 所 
      所 属 校 直方市立直方第二中学校 

      職・氏名 教 諭  井 手上  大 輔 
１ 研究主題の説明 

(1) 主題設定の理由 
 ア 現代社会の要請から 
 中央教育審議会答申では、「生きる力」をは

ぐくむ教育を、これからの学校教育の基本に

据えると提案されている。社会科においても、

この「生きる力」をはぐくむために、一人ひ

とりが自己の価値観に基づいて自分の見解を

もち、主張しあう集団思考の場の設定が必要

である。 
  イ 生徒の実態から 
知識をそのまま問うような問題に対しての

正答率は非常に高い。その反面、社会的事象

を多角的にとらえて考察する思考・判断力を

問う問題の正答率は非常に低い。（資料１）こ

のことから、社会的事象の知識・理解に対す

る能力は高まりつつあるが、社会的な思考・

判断力は停滞しているとわかった。 
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資料１ 観点別評価（調査対象：本学級生徒） 
  ウ 社会科学習指導の反省から 

７０％近くの生徒は、授業中に意志決定の

場面はあまり（ほとんど）ないと答えた。（資

料２）これまでの授業の中で、意志決定の場

面を生徒に提供し、生徒の思考・判断力を高

める場面を十分に設定することができていな

かったことが分かる。仮に意志決定を迫る場

面があったとしても、それは系統立てて計画

されたものではなかったため、十分吟味され

た指導ではなかったといえる。 
 以上から、生徒が価値判断を行い、合理的

に意志決定を行なう能力を高める授業の工夫

が必要であると考え、本主題を設定した。 
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資料２ 意志決定の場面（調査対象：本学級生徒） 

（2）主題の意味 

  ア 合理的意志決定とは 

合理的意志決定とは、社会的事象の諸問題

を解決するために考えられるすべての解決

策の中から、より望ましいものを選択・決

定することのできる能力である。 

 これからの生徒は、変化の激しい多価値社

会である現在はもちろん、将来においても多

くの選択肢を考えながら社会認識を深め、価

値判断をする必要がある。 
  イ 合理的意志決定能力を育成するとは 

学習成果を生かし、価値判断を行い意志決

定をすることで、変化の激しい社会に対応

できる国家・社会の形成者としての公民的

資質の基礎を養うことである。 
 具体的には、学習指導要領の地理的分野の

「１ 目標 (4)」であると考える。岩田一彦
氏は合理的意志決定について次のように述べ

ている。「社会科授業で育成する市民的資質の

中核は、合理的意志決定能力である。」授業で

計画的に合理的な意志決定の場面を設定する

ことで、科学的な知識を判断材料にした社会

的な思考・判断力が向上すると考える。 
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２ 研究の概要 

 (1) 研究の目標  

合理的意志決定能力を育成するために、地

理的分野の学習において、対立の価値観で

討論する場面を取り入れた授業の在り方を

究明する。 
 (2) 研究の仮説 

地理的分野の学習において、対立の価値観

で討論する場面を設定する。そこで生徒相

互に見解の批判・調整を繰り返し行えば、

生徒の合理的意志決定能力が育成されるで

あろう。 
(2) 研究の内容 
 ア 合理的意志決定能力を育成する単元 
計画 

 本研究では、合理的意志決定能力を育成す

る過程を、概念探求過程と価値分析過程の２

つに分けた。さらに単元を、知る・わかる・

考える・交流するの４段階に設定した。（資料

３） 
過程  段階  生徒の学習活動 

知 
る 
Ⅰ 福岡空港の概要を調べる。 
Ⅱ 空港の課題や利点を調べる。 概

念 
探

求 

わ 
か 
る 

Ⅲ 学習問題 
 「なぜ福岡空港は西日本の拠

点空港となりえたのだろう

か？」を探求する。 

考

え

る 

Ⅳ 意志決定問題 
 「新福岡空港建設の是非に 
ついて判断しよう。」を探

求する。【場面１】 

価

値

分

析 

交  

流  

す  

る  

Ⅴ データ・理由から導き出し

た各自の主張をそれぞれ

出し合い、交流する。 
  【場面２】【場面３】 
資料３ 単元設計 

イ 仮説の検証の視点と方法 
 合理的意志決定能力を育成する手だてとし

て、本研究では意志決定を中心に学習を進め

るため、社会的論争問題を取りあげ行なった。

そこで育成された能力を検証する視点は、社

会的論争問題に対してどんな判断基準に基づ

いて意志決定が行なわれたか、ということで

ある。（資料４） 
レベル  どんな判断に基づき意志決定がなされたか。 

― 判断なし（空欄） 

D 情意的な判断 

C 科学的な事実認識に基づく判断 
B 反省的に吟味された価値判断 

A 留保・反証を含んだ価値判断 

資料４ 判断の評価基準 

３ 研究の実際 
(1) 実証授業 
「身近な地域を手がかりに都市交通問題につ

いて考えよう」 
（地理的分野：内容(3)のオ「地域間の結び付
きから見た日本の地域的特色」） 

 本単元のねらいは、様々な知識を習得し、

その知識を根拠として自らの見解を相互に主

張し合う過程で、合理的意志決定能力を高め

るようにすることである。題材は、社会的論

争問題として「新福岡空港建設問題」を取り

上げる。（資料５）この問題を調査する過程で、

環境・国際化・都市交通・経済など多岐の分

野が問題解決の要素として含まれるため、多

角的な考察が必要となる最適な題材であると

考えた。 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
資料５ 新空港建設問題で生じる論争の構造 
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(2) 単元の目標 
○ 身近な地域の都市交通問題を考えるため

の象徴的な事象を明らかにし、「福岡空港

の整備・移転」について一連の学習に取

り組もうとする。 

○ 空港整備・移転が論議される背景を、経

済・環境・国際化などの要因から、多面

的・多角的に説明することができる。 
○ 価値論争問題を考える過程で、現状を相

互に説明し合い、見解の批判・調整を行

なうことができる。 
○ 北部九州の空港の存続や役割を科学的に

判断して、異なる見解に対して歩み寄り、

価値調整を踏まえた上で意志決定をする

ことができる。 
４ 考察１（成果） 
 本研究では、生徒の学習の成果を３つの場 
面で分析した。（資料６） 

資料６ 判断のレベルの変化 

場面１は討論前の段階の見解であり、レベル

Aの生徒は学級内で１人である。予想通り、
主張内容が多面的に考察されたものでなく、

反省的に吟味された価値判断を行なう生徒や

留保条件を備えた生徒は少ない。討論前であ

るため自分と異なる見解に対しての意識が低

く、また、獲得している知識量が少ないと推

察される。ほぼ３分の１の生徒が、科学的な

根拠のない情意的な判断で意志決定を行なっ

ており、合理的な意志決定がなされたとは言

い難い。 
 次の場面２の段階では、対立する見解相互

に疑問点や反論を出させて、討論を行なわせ

た。このとき、単に相手の見解を批判するだ

けに終始せず、相手の見解を修正したり自分

の主張を補強したりしながら討論を進めさせ

た。この場面２の後に、レベル B の生徒が１

名から１３名にと急増したのは、自分の見解

を修正・改良した規範的知識をもとに意志決

定を行なった生徒が増えたからであると言え

る。 
 さらに場面３では、再度討論の活動を設定

した。その場面３では、自分と異なる見解に

対して歩み寄る留保条件を考えさせた。異な

る価値観相互に批判し、検討を加え、そして

両者の見解を調整しお互いに歩み寄ることは、

これからの社会の形成者である生徒にとって

必要な学習過程である。生徒は多角的に論争

問題をとらえ、次のような留保条件を設定す

ることができた。（資料７） 

建設賛成派の 
留保条件 

内容 
建設反対派の 
留保条件 

・ 海上空港で強い
横風による運行

上の支障が発生

すれば反対であ

る。 
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・ 近隣空港と需要

の分担がはから

れれば反対であ

る。  
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・ 新空港の２４時

間運用によるメ

リットが多けれ

ば賛成である。  

資料７ 生徒が設定した留保条件（一部） 
このように個人の見解を集団内で批判・検

判断基準のレベルの変化（人）
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討することで、場面３の後の段階では、ほぼ

半数の生徒が留保条件や反証を含んだ見解を

まとめ、合理的な意志決定をすることができ

たと言える。（資料８） 

資料８ 抽出生徒の見解の変容 
また、場面１～３にかけて、ほぼ 3 分の２

の生徒が見解を終始変えなかった。 
討論を行い、相手に歩み寄る条件を設定させ

ても、生徒はなかなか自分の見解を変えたが

らない傾向にある。その理由として次の３点

が考えられる。 
① 相手の反論を十分吟味し、自分の見解の

妥当性を見直す場面設定が不十分である

ため。 
② 自分の見解に固執してしまうあまりに、

相手の提唱する留保条件・反証を十分検

証できていない。 
③ 問題を多面的に考察することができず、

単独の価値判断で意志決定をしている。 
さらに実践前後に「討論を取り入れた授業

をしたいか」という調査をした。結果は下図

である。（資料９：数字は人数） 
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資料９ 討論を取り入れた授業をしたいか 
本実践後には、「ぜひしたい」という生徒が

実践前のほぼ２倍となった。「できればした

い」という生徒も含めると９０％近くの生徒

が討論活動を好意的に受け止めていることが

分かる。このことから、異なる価値観同士で

討論する場を授業に取り入れることで、生徒

の社会的事象に対する興味・関心も高まるこ

とが判明した。 
考察２（課題） 
今後の課題として次の５点が挙げられる。 
○ 生徒相互の対話の場面を、年間計画の中

に位置付けて継続的に行なう必要がある。 
○ 合理的な意志決定を行なわせるために、

基礎的な知識を完全に習得させる必要が

ある。 
○ 低学力の生徒に対して、合理的な意志決

定ができるように、学習課題を多角的に

とらえさせる指導の工夫や討論の場面で

の個別的な支援が必要である。 
○ 個人内の意志決定がどのように変容した

のかという分析とともに、学習集団とし

ての合理的意志決定能力の育成の成果を

把握する必要がある。 
○ 地理的分野だけでなく、歴史・公民的分

野の教材開発も必要である。 
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場面 生徒の見解 

１ 
お金がもったいないから建設に反対。 

【情意的な判断：レベル D】 

２ 

現空港は、交通の便が良くて利用し

やすい。また、現空港ターミナルビ

ルに巨額なお金を使っているので、

新しく建設したら今まで使ったお金

が無駄になる。さらに、環境を大切

にした方がいいから建設に反対。 
【科学的な事実認識に基づく判断：レベル C】 

３ 

今までに巨額なお金を使ってきてい

るのに、建設するとしたら、また巨

額な建設費がかかるから、建設には

反対。しかし、新空港が２４時間体

制で、その運用上のメリットが大き

く、現空港の用地を売却して新空港

建設費にあてることができれば、建

設に賛成である。 
【反証や留保条件を含んだ価値判断：レベルA】 


